
玉川大学・工学部・准教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２６３９

基盤研究(C)（一般）

2022～2018

設計変数の定義域狭域化による進化的計算のための探索領域限定方法の開発

Search Space Restriction Approach by Narrowing Domain of Design Variables for 
Evolutionary Computation

６０３６４４９４研究者番号：

折登　由希子（ORITO, Yukiko）

研究期間：

１８Ｋ１１４６９

年 月 日現在  ５   ６ １９

円     3,400,000

研究成果の概要（和文）：本研究課題では、最適解の探索が困難な多次元の大規模最適化問題において、解空間
全体から進化計算の各手法が効率的に最適解を発見するための探索領域の抽出を試みた。具体的には、等式制約
付き最適化問題を解くための一手法である縁付きヘッセ行列の極値判定法を用いることで、設計変数上の探索す
べき領域を狭め、最適解が含まれると期待される有望な探索領域を発見するアプローチの開発を行った。
縁付きヘッセ行列式の数学的展開の限界と数値実験の結果から、有望な探索領域を抽出するための設計変数の定
義域を狭めるアプローチの問題点を明らかにすると同時に、設計変数数を削減するアプローチの有効性を示し
た。

研究成果の概要（英文）：In this research project, we tried to determine the search space region from
 the entire solution space for a number of evolutionary computation methods to efficiently search 
for the optimal solution in multidimensional large-scale optimization problems.
Specifically, by using the extreme value determination method of the bordered Hessian, which is one 
method for solving equality-constrained optimization problems, we developed an apporoach to narrow 
the search space region on the design variables for finding the promising search space regions that 
are expected to have the optimal solution.
From the viewpoints of the limitations of the mathematical expansion of bordered Hessian Matrix and 
the results of numerical experiments, for finding the promising search space region, we reveal the 
problems with the approach of narrowing the domain of design variables and then the effectiveness of
 the approach of reducing the number of design variables.

研究分野： 計算知能

キーワード： 進化計算　初期探索空間の限定　縁付きヘッセ行列　資産配分問題
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研究成果の学術的意義や社会的意義
進化計算の各手法は強力な最適解探索ツールであるが、実問題に多くある制約付きかつ多次元の大規模最適化問
題において、その有効性は未知な部分が多い。このため、そのような大規模最適化問題においても進化計算の有
効性を広く発信する必要がある。
本研究課題では、解空間全体から最適解が存在すると期待される探索空間の絞り込み方法の開発を行った。本研
究課題の成果は、多様かつ煩雑な情報のデータ分析の必要性の高まりとともに、今後ますます高次元化される最
適化問題において、進化計算により効率的に最適化するための探索領域限定方法の一つとしての貢献が期待でき
る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

遺伝的アルゴリズムをはじめとする進化計算の各手法は、大規模最適化問題である多次元の
設計空間上で最適解を効率的に探索することが困難である。このため、多次元の設計空間上で進
化計算の探索領域を限定する方法が研究されている。設計空間を複数の探索領域に分割し、各領
域上を個々に探索する探索領域分割方法に関する研究では、Potter and Jong [2000]は最適化問
題を構成する複数の部分問題のそれぞれを探索領域とする方法、Li and Yao [2012]は複数にグ
ループ分けした変数空間のそれぞれを探索領域とする方法を提案している。これらの研究は、最
適化問題の特徴を考慮した上で複数に分割した個々の領域上での探索を協力的に実施する独自
の操作改善が既存の進化的計算のアルゴリズム中に必要となっている。 

このように、大規模最適化問題において進化計算により効率的に最適解の探索を行うために
は、既存の進化計算に最適化問題の特徴を考慮した独自の操作改善が必要であることが多く、進
化計算の開発に関する知識や経験のない研究者や実務家にはハードルの高い問題点があった。
この問題点を解決するため、既存の進化計算に独自の操作改善を加える従来のアプローチでは
なく、既存の進化計算が効果を発揮するための有望な、すなわち最適解が存在することが期待さ
れる探索領域を解空間全体から抽出することが求められる。 

 

２．研究の目的 

本研究課題では、大規模最適化問題における多次元の設計空間上で個々の変数の定義域を狭
域化することにより、解空間全体から有望な探索領域を抽出する方法の開発を行う。 

多次元空間を 1 変数から見た相対的な 2 次元空間と捉え、厳密解法である縁付きヘッセ行列
の極値判定法を利用することで複数の 2 次元空間の相対極値点を導出する。相対極値点の値に
より抽出した変数の定義域を進化計算の有望な探索空間領域とする方策をとる。 

 

３．研究の方法 

(1) 設計変数の定義域狭域化方法の開発 
等式制約付き最適化問題に対する厳密解法の一つである縁付きヘッセ行列の極値判定法を用

いて、多次元空間を 1 変数から見た相対的な 2 次元空間と捉え、複数の 2 次元空間の相対極値
点を導出した。 

縁付きヘッセ行列の極値判定法は、極値点である停留点を数学的に導出することができる。し
かしながら、多変数の極値点を理論的に導出することは極めて困難である。そこで、本研究課題
では、多次元空間を 1 変数から見た相対的な 2 次元空間と捉え、疑似的な極値点を導出した。
全変数に対してこの方法を実施することで、複数の 2 次元空間の相対極値点を導出している。 

これにより、解空間全体の全設計変数に対して、それぞれの定義域の上限と下限を得ることで
有望な探索空間を抽出することができた。すなわち、進化計算のために有望な探索空間を狭める
ことが可能となった。 

しかしながら、最適化対象とした資産配分問題は、等式制約問題であるため、設計変数の定義
域を狭めることができても、多次元の変数の定義域内において、等式制約を満たす最適な組み合
わせを見つける大変さは変わらず、進化計算による効果的な探索は困難であった。このため、以
下(2)の方法を開発した。 
 
(2) 設計変数の数の削減方法 

(1)と同様に、等式制約付き最適化問題に対する解法の一つである縁付きヘッセ行列の極値判
定法を用いて、以下の 3種類のアプローチを開発した。 

・ モデル 1：多次元空間を 1変数から見た相対的な 2次元空間と捉える変数選択モデル 
・ モデル 2：多次元空間を 1変数から見た相対的な 3次元空間と捉える変数選択モデル 
・ モデル 3：多次元空間を 1変数から見た相対的な 2次元空間と捉え、変数の選択と選択解

除・再選択を繰り返す再帰組み換えによる変数選択モデル 
(1)の方法が設計変数の定義域を狭域化する方法だったのに対し、(2)の方法は設計変数の数

を減らす、すなわち最適解にとって重要ではない設計変数を削除することで、有望な探索空間を
抽出する方法である。 
 
４．研究成果 
(1) 研究方法(1)の成果 
研究方法の(1)の方法では、等式制約問題において、設計変数の定義域を狭めることができて

も、多次元の変数の定義域内において、等式制約を満たす最適な組み合わせを見つける大変さは
変わらず、最適化問題における表現型（割合）と進化計算で探索できる遺伝子型（値）の変換式
の導出は困難を極めた。このような理由から、狭めた定義域は有望な探索空間領域であったにも
関わらず、その探索空間内における進化計算による探索自体は困難であった。最適化対象の資産



 

 

配分問題における等式制約は、設計変数値の合計を 1 とする、いわば割合を決定する問題であ
る。この割合決定問題（配合問題・配分問題）に対する進化計算ベースの手法の開発は、今後の
課題としたい。 

 

(2) 研究方法(2)の成果 
縁付きヘッセ行列の極値判定法を用いて解空間全体から設計変数の数を減らす、すなわち最

適解にとって重要ではない設計変数を削除することで有望な探索空間を抽出する次元削減方法
は、極めて良好な結果を示した。 
高次元（約 1000～2000 次元）の大規模最適化問題である資産配分問題に対して、モデル 1、

モデル 2、モデル 3により得られた解を比較する。 
 
① 進化計算とモデル 1の比較 

モデル 1は、縁付きヘッセ行列の極値判定法により、有望な設計変数として解を構築する
1変数の選択を繰り返す方法である。この方法は、有望な設計変数を選択するだけでなく、
多次元を 2次元と捉えた相対的な極値点としての準最適解を導出することができる。 
一方、最適化問題に対して進化計算を適用する際は、通常は解空間全体を探索空間とする。
本研究課題では、進化計算としてビット型の単純遺伝的アルゴリズム（単純 GA）、分布推
定アルゴリズム（EDA）、UNDXの交叉を行う実数値型遺伝的アルゴリズム（RCGA）の 3手法
を解空間全体へ適用した。 
モデル 1から得られた解と進化計算の各手法から得られた解を比較し、解空間全体を最適
化する進化計算より、有望な探索空間へ削減しただけのモデル 1による解がはるかに良い
結果となることを示した。 
 

② モデル 1とモデル 2の比較 
モデル 1とモデル 2の差は、有望な設計変数選択操作 1回において選択する変数の数が 1
変数であるか 2変数であるかである。モデル 1は多次元空間を 2次元と捉え、モデル 2は
多次元空間を 3次元と捉えることから、モデル 1により設計変数選択を 2回実施すること
は、モデル２により設計変数選択を 1回実施することに相当する。相対的な極値点は選択
回数が少ないほど良い結果となることが想定でき、実験結果もそのような結果、すなわち、
モデル 2による解は、モデル 1による解より良い解であることが分かった。 
しかしながら、縁付きヘッセ行列式の理論的な導出は選択変数が増えるほど困難であり現
実的ではないことも示した。 
 

③ モデル 1とモデル 3の比較 
モデル 1は、多次元空間を相対的な 2次元と捉え、設計変数選択操作 1回において 1変数
選択することの反復から有望な探索空間を構築する設計変数選択アプローチである。これ
に対して、モデル 3は、モデル 1と同様に設計変数選択操作を繰り返すだけでなく、一定
間隔毎に選択済み設計変数の選択解除と再組み入れを繰り返すことで、貪欲的に有望な探
索空間として設計変数を選択するアプローチである。 

表 1 モデル 1 とモデル 3 の比較 



 

 

数値実験の結果として、モデル 3は、モデル 1よりはるかに有望な探索空間となる解を絞
り込めることが分かった。 
表 1 は、解空間全体が設計変数 1000 で構成される大規模最大化問題に対して、本報告書
の「５．主な発表論文等」の「学会発表」に記載した「縁付きヘッセ行列を用いた再帰組
み換えアプローチによるポートフォリオ最適化問題の探索空間の構築、電気学会 電子・
情報・システム部門大会[2022]」で報告したモデル 1とモデル 3から得られた解の評価関
数値である。実験期間とは、資産配分問題を最適化した異なる 20 期間であり、組み換え
間隔とはモデル 3 における縁付きヘッセ行列の極値判定法による選択後の設計変数の選
択解除・再組み入れを行う間隔を意味する。この結果から、特に組み換え間隔が短いほど、
モデル 3により得られた解の評価関数値が極めて良いことが分かる。 
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